
 

 
校訓 力いっぱい 今を生きる 

児童数 １６５名 

「ぽかぽか言葉」で、冬をあたたかく 

                  校長  森田 美智子  

早いもので、２学期も残りわずかとなりました。２０２５年の暦も

最後の一枚となる１２月、寒さが増してくる時季です。そんな時こ

そ、心が温かくなる「ことば」を意識してみませんか。 

私たちは毎日、たくさんの言葉を使って生活しています。挨拶や返事、友達との会話、家族

とのやり取り…。その一つ一つの言葉には、不思議な力があります。正しい言葉遣いは、相手

への思いやりや礼儀を表すだけでなく、自分の心を整えることにもつながります。「ありがと

う」「お願いします」「ごめんなさい」などの基本的な言葉は、人間関係を円滑にし、信頼を築

く第一歩です。 

ここで紹介したいのが、「ぽかぽか言葉」です。これは、聞いた人の心が温かくなる言葉の

ことです。「すごいね。」「手伝ってくれて助かったよ。」「一緒にやろう。」など、相手を認め、

励ます言葉です。こうした言葉をかけられると、誰もがうれしい気持ちになり、やる気も湧い

てきます。反対に、冷たい言葉や乱暴な言葉（「ちくちく言葉」といいます）は、相手を傷つ

けるだけでなく、自分の心も荒れてしまいます。 

学校は、言葉を育てる場所です。正しい言葉遣いを身に付けることは、学力だけでなく、人

としての成長に欠かせません。そして、温かい言葉を交わすことで、教室や家庭が明るく、安

心できる空間になります。保護者の皆様も、ぜひご家庭で「ぽかぽか言葉」を意識してみてく

ださい。お子さんに「ありがとう。」「助かったよ。」と声をかけるだけで、心が通い合い、笑

顔が広がると思います。 

もうすぐ冬休みです。家族で過ごす時間が増えるこの時期、年末年始の

挨拶や会話にも「ぽかぽか言葉」を取り入れてみましょう。「今年もあり

がとう。」「来年もよろしくね。」といった言葉は、心を温め、絆を深めま

す。寒い冬だからこそ、言葉でぬくもりを届けてください。言葉は目に見

えませんが、その力はとても大きいものです。正しい言葉遣いと温かい言

葉かけで、寒い冬をぽかぽかにしていきましょう。みなさんの「言葉」が、

誰かの心を温めています。 

 

２学期間、大変お世話になりました。ご協力に感謝します。よいお年をお迎えください。 

～学校教育目標～ 

○ 考える子  （かしこく） 

○ 助け合う子 （なかよく） 

○ たくましい子（元気よく）
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もうすぐ、子どもたちが楽しみにしている冬休みがやってきます。休み中は、先生もいません。チャイムも時間割

もありません。子どもたち自身が先生でもある１４日間です。子どもたちには、自分で休み中の計画を作り、大掃除

や正月遊びなど、『冬休みにしかできない体験』をたくさんしてほしいと思います。また、『家族の一員』として、進

んでお手伝いをしてほしいと思います。自分の部屋を片付けるなど、短い時間でも自分でできることを決め、 

継続して取り組めるとよいですね。さらに、交通ルールを守ることや不審者に遭ったときの対応など、 

自分の命や健康を自分で守るために、ご家族で話し合っていただけるとありがたいです。ケイタイやスマ 

ホ、ゲーム機等の使い方も確認してください。 

楽しい冬休みを！ 



 １１月２６日(水)に、日頃お世話になっている学校運

営協議会の皆様、学校応援団の皆様、図書ボランティアの

皆様、給食補助員の皆様、子ども１１０番の皆様にご来校

いただき、感謝の気持ちを込めた「ありがとう集会」を行

いました。ミュージッククラブの合奏、各学年からのお礼

の言葉、全校児童による合唱「ありがとうの花」などの贈

り物をさせていただきまし 

た。引き続き、さくらっ子 

を温かく見守っていただき 

ますようよろしくお願いい 

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 
ありがとう集会の後、学校運営協議会を開催し、「子ど

もたちの言葉使いをよりよくするために」について協議

しました。学校・家庭・地域で取り組めることとして、以

下のような意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子は親を写す鏡」ということわざもあります。私たち大人

が、子どもたちの手本となれるようにしていきたいですね。 

冬の交通事故防止運動 12/1～12/14 

 県内の自転車乗用中の死者数は 10 月末現在 18 人で、全国

ワースト 3位となっています。 

重点項目は以下の４点です。ご家族でご確認ください。 

(1) 自転車の交通ルールの遵守 

（交通反則通告制度導入の周知 ） 

(2) 自転車乗車時のヘルメット着用促進  

(3) 高齢者の交通事故防止         

(4) 飲酒運転の根絶         

〇12/17（水） 子育て相談日(Ｐ＆Ｔタイム) 

10：35～11：35 

〇12/18（木） スクールカウンセラー来校 

          13:05～15:50 

お話をしたいことがある方は、事前にご連絡のうえ

ご来校ください。 

日 曜 行   事 

１ 月  

２ 火 避難訓練（火災） 

３ 水 全校朝会 遊び応援団  

４ 木 
委員会・クラブ（反省）  

読み聞かせ（４～６年）  

５ 金 フッ化物洗口 喫煙防止教室（５・６年） 

６ 土 PTA資源回収 

７ 日 PTA資源回収予備日 

８ 月 放課後子ども教室 

９ 火 
総合学力テスト（国語・算数） 

なかよしタイム 

１０ 水  

１１ 木 A日課５時間 

１２ 金 フッ化物洗口 

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月  

１６ 火 B日課５時間 移動図書館 

１７ 水 B日課５時間 表彰朝会 子育て相談日 

１８ 木 
B日課５時間  

スクールカウンセラー来校（午後） 

１９ 金 B日課５時間 フッ化物洗口 

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月 B日課５時間 給食終了 

２３ 火 Ａ日課３時間 一斉下校 

２４ 水 終業式 Ａ日課３時間 

２５ 木 
冬季休業日 

安全に 楽しい冬休みを 

        お過ごしください 

～  

1/7 水 

８ 木 始業式 Ａ日課３時間 一斉下校 

９ 金 給食開始 校内書きぞめ清書会 

 

１２月の行事予定 ありがとう集会 

よりよい学校のために… 

【学校で取り組めること】 

・その日、どのような言葉をかけてもらって嬉しかったか、

発表する機会を作る。 

・「○○の日」に、家族などに手紙を書く。 

・行事の意義を理解させて参加させる。 

【家庭で取り組めること】 

・家族同士でも、「いただきます」「ごちそうさま」など、挨

拶をしっかりと行う。 

・動画視聴より読書をする時間をとり、語彙を増やす。 

・地域で行われる行事に積極的に参加し、家族以外の人と触

れ合う機会をつくる。 

【地域で取り組めること】 

・地域行事の積極的な周知 

・行事に参加した子どもへの声かけ・見守り 

・朝の見守りの際に、子どもたちへのあいさつ・声かけ 


